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藤元健太郎●D4DR株式会社代表取締役社長／コンサルタント

QAやソーシャルネットワーク、ブログなど新しい仕組みが登場
個人の知識や人脈を資産化し、全体で価値を作り出すモデルへ

2003年はコミュニティサイトをとりまく新しいムーブメン

トがさまざまに起きた年であった。何よりもADSLを中心と

した常時接続環境の普及により、個人がストレスなくいつで

もインターネットを利用することができるようになったことで、

メールや買い物といった目的達成型の利用だけでなく、冗長

なコミュニケーションも気軽に楽しめる土壌が整ったことが

大きい。そのため、従来のコミュニティサイトの利用も確実

に裾野が広がっており、「2ちゃんねる」をはじめとする大規

模な掲示板の投稿内容はマスメディアにも大きな影響を与え

続けている。

一般企業も、こうしたネット上で顧客が交わす情報をさま

ざまな形でビジネスに利用し始めているが、2003年は、これ

までのコミュニティにサイトが抱えていた誹謗中傷が多発す

る、会話を盛り上げるための努力を必要とする、といった問

題を越えて、新しい仕組みへの挑戦が次々に始まった年とい

える。

ブログの登場

ネット利用者が一般化する中で、個人ホームページ作成の

ハードルはますます高くなっていた。そんな中で、登場した

のが「ウェブログ」（Weblog）もしくは「ブログ」（blog）と

呼ばれる簡単な情報発信の仕組みである。更新がしやすい

CMS（コンテンツマネジメントシステム）を利用し、さらに

「トラックバック」と呼ぶ仕組みで個人が発した情報が記事

単位でリンクしたり、共通テーマの情報を集めた見せ方もで

きるなど、新しいコミュニティサイトとして捉えられているほ

か、「マイクロジャーナリズム」「日記文化の進化系」「イン

ターネットのコンテンツの主役交代」などさまざまな角度か

ら話題になっている。

ブログは1999年以降、米国で広まり始めたが、2003年に

なって日本でも急速に拡大している。すでにニフティのココ

ログをはじめ、大手ISPは軒並み顧客向けサービスとして導

入しているほか、ポータルサイトやベンチャー系のブログサー

ビスも多数登場している。日本では、カメラ付き携帯やデジ

カメとの連動して写真の投稿に対応したサービスも多く、独

自の盛り上がりをみせている。

また、グーグルのアドセンスという広告やアマゾンのアフリ

エイトモデルなどが浸透し、個人ホームページの情報から企

新しいムーブメントが
次々に起こるコミュニティビジネス

業の商品販売サイトへ誘導するサービスが大きなビジネスに

なってきていることから、ブログを利用した個人のホームペー

ジで多少の収入を得ることが容易になってきている。このよ

うに、ブログによってコミュニティのビジネスモデルも選択肢

が増えている。

ソーシャルネットワークと出会い系

もうひとつの大きな動きが「ソーシャルネットワークサービ

ス」である。これは友達と友達をネット上でつないでいく新

しいタイプのコミュニティである。米国で「フレンドスター」

というサイトが短期間で数百万人を集めたことで注目が集ま

り、さまざまなサイトが立ち上がった。日本でも利用画広が

っており、すでにサイトもいくつか立ち上がっている。

ビジネスモデルとしては、広告モデルと、転職活動や出会

い系などの有料サービスが模索されているが、ソーシャルネ

ットワークでもっとも注目されるのは、自分の人脈が資産に

なる点である。

日本では、これまで出会い系はアンダーグラウンドなビジ

ネスとみられることも多かったが，利用者の裾野が拡大し、

未成年者の利用を保護する法律が施行されてから、共通の仲

間を探すツールとしても利用も広がっており、重要なコミュ

ニティビジネスとしてもみられ始めている。

そうした中でソーシャルネットワークの登場は、出会い系

との親和性も高く、新しいスタイルのビジネスの登場が期待

されている。実際に国内でも「Gocoo」(www.gocoo.jp)とい

う合コンマッチングとソーシャルネットワークを組み合わせた

ようなサービスも登場し始めている。

知識流通ビジネスとしてのコミュニティ

さらに、これらを組み合わせたユニークなビジネスモデルも

多数登場している。

「関心空間」（www.kanshin.com）は、ブログの進化系

として、個人が書き込んだキーワード同士のつながりを重視

しており、面白いアイデアの連鎖が起きるユニークな仕組み

をもっている。

「OKWeb」（www.okweb.jp）は、さまざまなテーマ別

に質問する人と回答する人が集まって、さまざまなナレッジ

を集約しているQ&Aコミュニティであるが、その知識資産を
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はてなダイアリーの利用者数は200万人突破
資料6-3-8　主なブログ関連サービスサイトの利用者数（単位：千人）

資料6-3-9　知識流通コミュニティサイトの現状
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出所　Nielsen//NetRatings 2004年1月インターネット利用者動向調査

出所　各社からのヒアリングによりD4DR作成

企業向けのFAQとして横に展開するというユニークなビジネ

スモデルを確立して急成長している。

「はてな」(www.hatena.ne.jp)は、ブログサービスの大手

として急成長しているが、個々の投稿記事のキーワードを共

有辞書にできる機能を持ち、OKWebのような質問サイトと

も連携している。質問サイトでは、質問者がポイントを購入

して質問する。回答があれば、質問者は手持ちのポイントを

役に立った回答に振り分け、それを現金化できる。つまり価

値の大きさに応じて支払う価値を変えることができる仕組み

になっている。中には質問しっぱなしやキャンセルする人もい

るわけだが、それを防ぐために回答者は回答時に質問者が過

去にどのくらい質問料を支払ったのかという評価を見ること

ができ、いたずらなどを防ぐ仕組みも装備している。

はてなのユニークなところは、貨幣経済とリンクした形で

知識流通が広がるビジネスモデルを具体的に実現したところ

であろう。

これまでコミュニティビジネスはスポンサーモデルが中心で

あったが、こうした新しいツールの登場は、個人の知識や人

脈が資産化され、コミュニティ全体で価値を作り出すという

新しいビジネスモデルの方向を提示し始めている。2003年は、

コミュニティビジネスがいよいよ第二ステージに突入するスタ

ートになった年といえるだろう。

ユーザー数 アクセス数 ナレッジ数 企業向けビジネスなど
関心空間 登録者2万7,000人 昨年度比約2倍増 キーワード17万 企業内ナレッジツールや教育ツールとしても
http://www.kanshin.com コミュニティ数70個 注目され教育機関などでの導入が進んでいる。
OKWeb 登録者38万人 月間5,600ページビュー 質問360万個 企業ホームページのFAQツールとしての導入が
http://www.okweb.co.jp 進んでいる。
はてな 10万人 月間9500万ページビュー 質問22,709件 「ビジネスはてな」や「アンケートはてな」な
http://www.hatena.ne.jp/ はてなダイヤリーの利用者202万人 キーワード41,711 どを投入しており、今後も企業向けソリューシ

ョンも充実していく方向

ネットレイティングスの調査によれば、株式会社はてなの「はてなダイアリー」は、家庭からの利用者数が、

2004年1月に初めて200万人を超えた。これにはブログの開設者と読者の両方が含まれる。
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